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一般財団法人医療情報システム開発センター

この会議は競輪の補助を受けて開催しました。



JKA補助事業の概要

事業の目的
ISO/TC215総会及びWG会議を日本に招致し開催することで、保健医療情報分野
の日本の会議参加者を増やし、意見交換、国際交流を通じて会議での審議を
日本に有利にし、国際標準化を推進する。

事業の内容
ISO/TC215（保健医療情報）の国際会議を2023年1月8日から13日まで札幌コン
ベンションセンターにて開催した。

予想される事業実施効果
日本から規格の国際標準化を提案しているプロジェクトリーダーやエキス
パートが他国のエキスパートと人脈を作ることで意見調整がしやすくなる。

ISO/TC215 Committee manager等と面識を得たことで規格化の進捗状況や対応
方法等の情報収集を直接しやすくなり、規格化がスムーズに進む。

海外の国際会議には参加できない人も現地で参加したことで、保健医療情報
分野の団体標準や学会標準を開発している団体が国際標準規格への提案を検
討することが見込める。



ISO/TC215（Health Informatics)

39th Plenary and WG meetings in Sapporo

■会期：2023年1月8日（日）～13日（金）

■会場：札幌コンベンションセンター

■形式：対面(一部ハイブリッド)

■主催：ISO/TC215

■ホスト：JISC（経済産業省 日本産業標準調査会）

■ISO/TC215国内審議団体：

一般財団法人医療情報システム開発センター
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ISO/TC215札幌会議



■参加者

●現地参加者
海外エキスパート約110人

日本エキスパート約 40人

●Web参加者
海外エキスパート約140人

日本エキスパート約 10人

●ウェルカムパーティ100人以上

開催：１月１０日（火）

会場：サッポロビール園

ISO/TC215札幌会議

総会現地参加国

1 Australia
2 Belgium
3 Canada
4 Denmark
5 Finland
6 Germany
7 India
8 Italy
9 Japan

10 Korea, Republic of
11 Netherlands
12 Norway
13 Saudi Arabia
14 Spain
15 Switzerland
16 United States



■1月9日（月）Opening Plenary meeting (対面のみ)
参加者約100人

ホスト国挨拶

☆猿橋 淳子氏（経産省産業技術環境局基準認証専門官）

☆岸本 武史氏ビデオメッセージ（厚労省政策統括官）

講演

☆山本 隆一氏（医療情報システム開発センター理事長）

ISO/TC215札幌会議



Committee/WG 等 Title

ISO/TC215  Health Informatics

JWG1 Joint ISO/TC 215 - ISO/TC 249 WG: Traditional Chinese Medicine 
(Informatics) 

JWG7 
Joint ISO/TC 215 - IEC/SC 62A WG: Safe, effective and secure health 

software and health IT systems, including those incorporating medical 
devices)

TF6 Process and quality improvement

WG1 Architecture, Frameworks and Models

WG2  Systems and Device Interoperability 

WG3  Semantic content

WG4  Security, Safety and Privacy

WG6  Pharmacy and medicines business

WG10 Traditional Medicine

WG11 Personalized digital health
他 CAG・AHG等

ISO/TC215  SC1 Genomics Informatics

WG 1 Genomics data sharing

■１月10日（火）～１2日（木）
WG・JWG・CAG・AHG等18の会議が行われた

1Q 8:30-10:00

2Q 10:30-12:00

3Q 13:30-15:00

4Q 15:30-17:00

タイムスケジュール
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■1月13日（金）Closing Plenary meeting (対面のみ)
参加者 約50人

★SC1・WG・JWG等からの会議報告

★Resolutionの承認
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■1月10日（火）

ウェルカムパーティ：サッポロビール園
参加者100人以上

挨拶 等

☆浅野 史久氏 （公財）ＪＫＡ

☆木村 通男氏 浜松医科大学（当時）

☆小橋 啓司氏 北海道大学大学院

☆阿部 聡氏 アレイ（株）

ISO/TC215札幌会議 ソシャルイベント



ISO/TC215札幌会議実行委員会

委員長 山本 隆一 一般財団法人医療情報システム開発センター

副委員長 小橋 啓司 北海道大学大学院医学研究院 医理工学グローバルセンター

委員 橋本 浩孝 アレイ株式会社

委員 岡田 美保子 一般社団法人医療データ活用基盤整備機構

委員 豊田 建 株式会社ＨＣＩ

委員 中谷 純 一般社団法人日本医療情報学会

委員 鈴木 真人 一般社団法人日本画像医療システム工業会

委員 牧野 利明 日本東洋医学サミット会議（JLOM）

委員 柘植 章彦 一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会

委員 白土 博樹 北海道大学大学院医学研究院 医理工学グローバルセンター

■ ISO/TC215札幌会議実行委員会名簿
敬称略



■協力団体
●アレイ株式会社

●一般社団法人医療データ活用基盤整備機構

●一般社団法人日本医療情報学会

●日本HL7協会

●一般社団法人日本画像医療システム工業会

●日本東洋医学サミット会議

●一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会

ISO/TC215札幌会議協力団体

Special Thanks
北海道大学大学院医学研究院 医理工学グローバルセンターの皆様

アレイ株式会社の皆様



問い合わせ先 一般財団法人医療情報システム開発センター
医療情報利活用推進部門 益田 千尋

メール cmasuda@medis.or.jp

ISO/TC215札幌会議開催にご協力いただき、

ありがとうございました。

皆様のおかげで無事事業を終えることができました。


